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山e幸男議員

産業振興

産
業
振
興
と
雇
用
の
創
出
を

第
８
次
町
総
合
発
展
計
画
で

財政問題

小
さ
な
役
所
づ
く
り
は

行
政
運
営
の
ス
リ
ム
化

質
問

合
併
を
せ
ず
自
立
の

道
を
選
択
し
た
本
町
は
、
人
口

の
減
少
で
少
子
高
齢
化
が
急
激

に
進
み
、
経
済
も
低
迷
し
、
町

の
財
政
も
非
常
に
厳
し
く
、
地

方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
る
か
疑
問
で

あ
る
。
次
の
点
を
問
う
。

①
独
創
的
な
発
想
と
勇
気
の
あ

る
政
策
誘
導
の
で
き
る
職
員

養
成
に
努
め
る
べ
き
だ
。

②
情
報
を
共
有
し
、
強
い
経
済

や
産
業
、
雇
用
再
生
を
図
る

た
め
、
町
・
県
職
員
の
人
事

交
流
が
必
要
で
は
な
い
か
。

③
町
の
経
済
や
産
業
育
成
、
雇

用
創
出
の
た
め
「
地
域
経
済

再
生
構
想
」
を
打
ち
出
す
べ

き
だ
。

④
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会
で

新
た
な
枠
組
み
が
示
さ
れ
た

が
、
合
併
促
進
を
図
っ
て
は
。

沼
崎
町
長
　

①
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
職

員
の
質
の
向
上
や
意
識
改
革
、

自
己
啓
発
の
促
進
を
図
る
。

②
今
ま
で
四
名
の
職
員
を
県
へ

派
遣
し
た
。
一
定
の
成
果
が

あ
り
、
今
後
も
で
き
る
限
り

派
遣
し
て
い
き
た
い
。

③
第
八
次
町
総
合
発
展
計
画
の

中
で
具
体
的
に
網
羅
さ
れ
る
。

④
県
の
構
想
は
三
月
ま
で
に
策

定
さ
れ
る
。
構
想
に
よ
っ
て

は
新
た
な
議
論
が
必
要
に
な

る
可
能
性
は
あ
る
。

質
問

①
行
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

検
討
を
早
急
に
行
い
、
０
６

年
度
か
ら
前
倒
し
す
べ
き
だ
。

②
町
民
に
痛
み
が
で
な
い
、
簡

素
で
効
率
的
な
小
さ
な
役
所

づ
く
り
の
実
践
策
は
。

③
今
後
の
町
の
産
業
振
興
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
検
討
す
る

「
産
･
学
･
官
」の
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

④
人
口
の
減
少
、
財
政
の
厳
し

さ
な
ど
か
ら
、
過
疎
地
域
指

定
を
受
け
て
は
ど
う
か
。

沼
崎
町
長

①
平
成
十
七
年
度
か
ら
五
年
間

の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
新
た

な
大
綱
と
し
て
本
年
度
中
に

作
成
す
る
。

②
行
政
が
行
っ
て
い
た
仕
事
を

民
間
や
地
域
住
民
に
担
っ
て

い
た
だ
き
、
行
政
運
営
の
ス

リ
ム
化
に
努
め
る
。

③
本
町
に
お
い
て
も「
産
･
学
･

官
」
の
連
携
の
重
要
性
は
認

識
し
て
お
り
、
各
種
団
体
と

の
連
携
を
検
討
し
て
い
る
。

④
指
定
の
要
件
は
、
昭
和
四
十

年
か
ら
平
成
十
二
年
の
国
勢

調
査
に
基
づ
く
減
少
率
が
三

〇
�
以
上
で
あ
る
。
本
町
の

場
合
は
、
人
口
減
少
率
が
十

二
・
二
�
で
該
当
し
な
い
。

町の発展のため、産業の振興は重要な課題です
（１月４日の山田魚市場での初水揚げの様子）

限られた財源で行政を運営するため、
行財政改革、定員の適正化、民間委託
の推進が進められています（町役場）

議員１１人が一般質問


